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凡例




これは小説集「靑草」（大正十四年六月十五日　聚芳閣刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

底本には一切ルビが振られていませんが、必要と思われる部分にルビを振りました。ルビは新興藝術派叢書「キャベツの倫理」（昭和五年六月新潮社刊）所収のものを参考にしました。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤植と思われる箇所は、断り無く訂正しました。






花束










　若い口笛師が部屋に戾ると小さな花束と女持ちらしい名刺が卓子テーブルの上に載つてゐた。名刺の表には頭文字が二つ裏には、今宵閉場はねてから樂堂の裏門から三本目の街燈の傍の幌馬車の中でお待ち受けいたします。と書いてある。幸福な豫感が彼の心臟を溢れて全身を搖がせた。彼はぐるりと一度卓子の周りをまわつて吐息をついた。

　彼がこの樂堂に雇はれるやうになつてからもう二週間になるが、かうした經驗は今夜が初めてだつた。と云ふのは、かうして夜おそく馬車の中で自分を待つて吳れる人が出來たのは、全く彼が生れて以來のことだつたのだ。

　彼は幼い時に暗誦させられた問答書の中の言葉を思ひ出した。神は讃ほむべきかな天國は近きにあり……で彼は、世界中の幸福を握り締めてゐる人のやうにゆつくりと微笑みそれから唇を丸めて原始的な『光りと風』を吹き鳴しながら廊下に出た。

　低い天井に喰付くつついた古びた枝形燈架シヤンデリヤから落ちて來る鈍い光りを浴びて老いた提琴家がパイプを食へて只獨り立つてゐた。彼はその前を寄切りながらちよつと頭を下げた。

『もうお濟みになつたのですか。』

『あゝもう濟んだよ。』

　そして老人はパイプから立ち騰のぼる煙りの中に沒表情な眼をぢつと見開いた。恰も世の中の一切のことがもうひと通り濟んでしまつたと云つたやうに。

　老人が若い時に戀人と駈落ちしたことや、その戀人に逃げられて以來獨身であることや、老人の姿が時々此の町の賣春婦達の下宿の窓に見えると云つたことは、もう殆ど此の樂堂の傳說になつてゐた。

　彼はすぐに老人に背を向けて裏口の方へ步きだした。步きながら彼は、ほんの少し許りだが、老人の樣子が自分の心の上つ面を掠めるのを感じた。

　廊下の突き當りに窓があつて外に月光が流れてゐた。彼は其處に立ち止つて瞳を凝らした。雨上りの所爲せゐか仄白い水氣がいちめんに立ち罩こめその中から馬の地べたを蹴る音が微かすかに響いて來た。

　彼は兩手を顏に當てた。頬が熱くなつたのだ。それから密そつと扉を押し開いて外に出て街燈の方へ步いていつた。二十間ばかりすると第一本目のところへ來た。そこで彼は向うの靄もやの中に靑い馬車の灯がぢつと灯つてゐるのを認めた。

　彼は立ち停つて吐息をついた。夫人であらうか、令孃であらうか。明色であらうか。暗色であらうか。彼は舞臺から見た幾つかの顏を思ひ浮べた。夫それ々〴〵美しさはあつたけれど際立つて彼の魂を摑んでゐるやうなのは無かつた。で彼は、きつと何處どこか自分の氣のつかないところから、何時いつの間にか自分を見、自分の口笛に聞き惚れ、そして自分を大事に思つて吳れる人、あゝその人が花のやうに美しくて𧰼牙のやうに淸らかで無くてどうしやう。

　彼がそんな風に考へてゐた時、黑いフエルト帽を眞深に冠つた老提琴家の姿が裏口から出て來た。彼は秘密を抱いてゐる人のやうに少し慌てゝ踵くびすを返した。

　老人は彼に近づくといきなり大きな掌で彼の脊中を叩いた。

『おい、約束するんだ。明日の晩はきつとどちらへでもご案內致しますつてね。』

『どうしたんです？』

『どうしたんです？』

　そして老人は彼の眼の先へ綺麗な皺のよつた顏を寄せて微笑んだ。




『仕樣がない。承知しました。』

　ちよつとの間まして彼がさう云ふと、老人は肩を搖すつて笑ひながら向うへいつた。それを見送りつゝ彼は思つた。

『自分の命と魂とは戀人のものだから差上げる譯わけにゆきませんが、外のものなら何んでも…………』

　それから彼は五六段ある裏口の階段を二足で飛び上り、躍るやうな足取りで廊下を部屋に戾つた。

　閉へい場ぢやうまでにはまだ十五分の餘よもある。彼は鏡に向つて目立たぬ樣にクリームを頰に摩すり込み、薄すらと唇に紅を引き、それから手袋と洋杖ステツキと帽子とを卓子テーブルの上に置いて椅子に掛けた。

　ふと彼は、いつか老提琴家が彼にして吳れた話を思ひ出した。

　老人がまだ若くて人氣の出初めた頃のこと、或る夜、黑い紗で顏を包んだ女客に招ばれて料理屋にいつた。其處で彼は少し許り酒を飮み、型のやうな話をやつて、さて女の獨り住んでゐると云ふ家へ行くべく馬車に乘つた。

　馬車が動き出すと老人が云つた。

『貴女のお美しい顏をもつとよく拜見させて下さい。』

　女は顏の蔽ひを決して取らなかつたのである。

『ご覽になつたら屹度きつと愛想をおつかしになるでせうから。』さう云つて彼がどんなに賴んでも聽き入れやうとしなかつた。老人はさうして男を焦ぢらす女の術すべをよく心得てゐた。

『ではせめて貴女の美しいお手を。』そして彼は女の手を眞紅な手袋の上から聢しかと握り締めた。

『いけません。』

　女は身を摺ずらせて强く手を引いた。と、その拍子に手袋がする〳〵と拔け、女の、骨張つた、皺の寄つた、手首の生地の冷たさが掌へ傳はつた。彼は思はず身震ひして手を離した。

『勿論彼女が厭に低い聲で話すとは思つたがね。』と老人が最後に云つた。そして附け足した。『だから、戀なんて云ふものは、決して最後までゆかないことなんだ。』

　拍手の音が響いて來た。彼はも一度名刺をとり上げた。其處に書いてある『馬車の中でお待ち受け致します』と云ふ文句が大變な自信を持つて書かれてゐるやうに思へた。で、使ひの者をやつて斷つてしまう方がいつそ好いんでは無からうか『思し召しは有り難うござんすが、今夜はあい憎く先約があつてお伴を致し兼ねます。神樣が明日の晩にでも、貴方の下僕に、貴方のお手を接吻する幸運を與へて下さいますやうに。』そんな風に云はせたら…………

　演奏が終つたらしくひと群れの男女が廊下を過ぎていつた。その騷ぎを聞くと同時に先刻見た靑い灯の燈つた幌馬車の影像がはつきりと彼の頭に浮び上つて來た。彼は殆ど無意識に手袋と帽子と洋杖ステツキとを取つて立ち起あがつた。




　彼が馬車に近づいた時、馬車の扉は內から靜に押し開けられた。

　馬車は直たゞちに動き出した。

『何と云ふ好い夜なんでございませう。』

と彼女が向ひに座つてゐる彼にぢつと微笑みかけながら若々しい聲で云つた。彼はちよつと頭を下げて答へた。

『ほんとうに結構な夜でございます。お孃さん。あゝ若しさうお呼びするのが間違つてゐたらごめんなさい。』

　それを聞くと彼女は馬車の外へ響き渡るやうに笑つた。小さな瓦斯ガス洋燈ランプの光りがその白い笑顏から水色の絹の着物に辷り落ちて、彼女の姿を細かい模樣のある褥しとねの上へ鮮かに浮び上らせてゐた。

『妾わたしを覺えてゐて下すつて？』と彼女が睫まつげの長い眼を彼に向けて尋ねた。彼は胸を膨らませながら眩しさうに彼女の顏を見返した。そして直ぐに答へた。

『貴女はお羨ましい方です。一度お見うけしたら二度とお忘れすることが出來ません。』

　すると彼女もすぐに云つた。

『それは妾から申し上げる言葉でございます。それに貴方は何と云ふ美しい口笛をお吹きになるのでございませう。ほんとうに妾。魂の底まで痺れてしまふやうでした。そして何だかかう空恐ろしい氣が致しました。』

　彼は叮嚀に頭を下げた。そして微笑みながら

『あゝ貴方はお上手でゐらつしやいます。』

　彼女もちよつと微笑んで、少しからだを斜めにしながら無心らしく馬車の天井を見た。彼は少し固くなりつゝ、何處かしら媚なまめかしい彼女の樣子を凝じつと見守つた。さうして二人が口を緘つぐんだ時夜の街を駈けてゆく蹄の音と鞭の鳴るひゞきが靜に滲み込んで來た。

　彼はシヨパンの『小鳥の歌』を吹き鳴し初めた。さうしながら彼は唇の丸め方とか眼の濕うるほひとかさうした表情にあらゆる魅力を集注した。そしてそれがすぐに彼女の上に働きかけてゆくのを感じた。

　彼女は眸ひとみを高く上げ唇を心持開き、それから左り脚を右の膝に載せて小さな靴の爪先きを輕く搖す振つた。其度に彼女の眞紅な靴下がちら〳〵と見え隱れするのだ。

　此の彼女の樣子を見ると熱い血がいち時に彼の頰に上つて來、さうしてその額から汗が流れ落ちた。彼はピタリと口を閉ぢて彼女を凝視した。彼女は極めて自然にその視線を外そらして窓の外を見た。彼は彼女の横顏が微かすかに痙攣してゐることを知つた。

　その時、御者がひと聲叫び、鞭がぴしりと空を切つた。馬車が坂道にかゝつたのだ。彼等はほつと吐息をついた。その邊は道の兩側に古びた舘やかたが立ち並びそれ等に這ひ上つた蔦の葉が月光の中に搖れてゐた。

『もし失禮でなかつたら、どちらへお供を致すのでございませうか。』と彼は靜に尋ねた。

『もう此の坂道の上でございます。妾の宅へ御案內致したいと存じます。』そして彼女は立ち上つてちよつと身み繕づくろひした。それから改めて附け足した。

『良人をつともどんなにか喜ぶことでせう。お話し相手が無くて退屈のしつゞけなんですもの。』

『あゝ御主人樣に…………御主人樣が…………それは大變な幸せです。ほんとに。』

『ずうつと臥せつて居りますものですからね。』

『それはお困りのことゝ存じます。』と彼は少し上の空で答へた。

『もう老病なんですものね。御同情下さるでせう。』そして彼女は蓮葉に笑ひながら探るやうに彼を見た。何時の間にか彼女の靴の爪先きが彼のそれに觸れてゐた。

　彼はふと或る女と懇意になつたが爲にその女の夫に射殺されたピアニストのあつたことを思ひ出した。で彼はぢつと口を緘つぐんで眼を睜みはつた。

『あゝ考へちやいけません。考へる者は馬鹿よ。』そして彼女は突然彼の手を取つて劇はげしく搖さ振つた。

　馬車が小造りな門の前に來て止つた。彼は扉を明けて先に下りて彼女の方へ手をさし伸べた。

　彼女はそれを强く握り締めながら月光の中へ飛びおりた。

　そこで彼は改めて彼女に恭うや々〳〵しく禮をして云つた。

『では奧さま、私の今夜の役目はこれでお終ひになつたと存じます。』

　すると彼女が同じやうに叮嚀に答へた。

『大層禮儀正しくゐらつしやいます。ではお別れと至しませう。』それから彼女は傍に立つてゐる御者に云つた。

『この紳士をお宅までお送りしてお吳れ。』

　そして彼女はそのまゝ靜に見返りもしないで玄關の方へ步きだした。

　彼は御者臺のわきへ飛び上つた。そして眼を圓まるくしてゐる御者に云つた『好いからうんと鞭を當てろ！』




　翌朝、レストランで老提琴家と一緖になつた時、口笛師は血色の好い顏に朝の光りを湛へながら、昨夜の話を悉皆すつかり說明した。そしてお終ひに得意さうに云つた。

『どうでせう。少し苦しかつたけれど出來は上だと思ふんですがね。』

　それを聞くと老人は椅子から轉げ落ちる程に笑ひながら答へた。

『馬鹿、馬鹿、馬鹿、然しこれからだよ。』




　その夜、彼が樂堂の彼の部屋に入つていつた時、卓子テーブルの上に、花束と名刺が昨夜と同じやうに載せられてゐた。そして名刺の裏に『昨夜と同じ時刻に同じところまでどうぞお運び下さいまし。心からお待ち受け致します』と書いてあつた。

　彼は微笑みながら呟いた。『どうすれば好いんだ、今夜は。』







花束









著　者：十一谷義三郞







古雜文庫 0134







令和二年九月五日発行




発行者：永江良一







パブリックドメイン

この作品は著作権保護期間を満了しています。







底　本：「靑草」


聚芳閣　刊



大正十四年六月十五日発行





OEBPS/image/center.png





OEBPS/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		花束



		奥付











OEBPS/image/cover.jpg
L E0134





OEBPS/image/upper-line.png
D2 of =





OEBPS/image/lower-line.png
e





